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資　料

特別学級 ・ 代替学校 にお ける障害の ある児童生徒の

通常教育力 リキ ュ ラ ム へ の ア クセ ス の 現状 と課題

　　　　一
米国イ リノ イ州第 15 学校 区を 中心 に一

野 口 　晃菜
＊ ・米田　宏樹

＊ ＊

　米国で は NCLB 法 とIDEA に よ り、 障害の ある児童生 徒の 通常教育カ リキ ュ ラム へ

の ア ク セ ス が 義務付け られ て い る 。 本稿で は イ リノ イ州第 15学校区 における特別学

級及び代替学校の 視察か ら、実際の 教育現場にお ける通常教育カ リキ ュ ラ ム へ の ア ク

セ ス 状 況を明 らか に した 。 その 結果、ス タ ン ダ
ー

ドに基づ く教科書や教材 の使用、試

験 へ の 参加 に よ りアク セ ス がで きて い る と判 断されて い た 。

一
方、 代替試験 を受ける

児童生徒が在籍 して い る学級 に関 して は 、 教科の ス タン ダー ドに基づ く教材 は使用 さ

れて い た もの の 、 個 々 の 目標 は生活ス キ ル に関する もの で あっ た 。 1 日の うち教科に

使 う時間数 も通常試験 を受け る学級 よ り100分ほ ど少 なか っ た 。 NCLB 法で は教科に

関する内容を中心 に指導する こ とが 義務づ け られて い る こ とか ら、 法律 と現場の 間に

は乖離が 見られた。導入が進め られ て い る コ モ ン コ ア ス タ ン ダー ドが よ りア クセ ス が

しやす い 内容か今後検討する必要が ある。

キー ・
ワ
ー ド　イ ン ク ル ーシ ブ教育　通常教育カ リキ ュ ラム　NCLB 法　IDEA

1．は じめに

　障害の あ る 人 の 権 利条約 第24条 の イ ン ク

ル ーシ ブ教育シ ス テ ム の構築にお い て は 、 カ リ

キ ュ ラ ム をど の よ うに編成する か が喫緊の 課題

で あ る 。 特別支援教育の カ リキ ュ ラ ム は 、 小 ・

中学校学習指導要領 と特別支援学校学習指導要

領の ダブル トラ ッ ク （徳永 ，2011） と して 発展

して きた 。 とりわ け知的障害の ある児童生徒に

つ い て は、そ の 発達 の 未分化 さ とい う特性 に対

応 する形で 、よ り生活に応用 しや すい 知的障害

教 育教科や 自立活動 を中心 に編成 され 、 指導形

態 も様 々 で ある 。 今後就学先決定の 仕組みが弾

力化 され る 中、現行の カ リキ ュ ラ ム は我が 国の

イ ン ク ル
ーシ ブ教育シ ス テ ム の 構築にお い て 最

＊

筑波大学大学院人 間総合科学研究科
林

筑波大学人 間系

適なの で あ ろ うか 。

　米 国で は障害の ある児童生徒 も障害の ない 児

童 生徒同様の 通常教育カ リキ ュ ラ ム （general

cducation 　curriculum ）を学ぶ こ とが義務付 け ら

れ て い る 。 こ の 背景に は、学力低下 と学力格差

へ の対 策 と して 講ぜ られた 「ス タ ン ダー ドに基

づ く改革 （Standards−based・Reform ）」 が ある 。

2002年に 施行 され た初 等 中等教 育改正法 で あ

る 「ど の 子 も置 き去 りに しな い 法」 （No 　Child

Left　Behind法、以下 NCLB 法 とす る）で は、各

州に全児童生徒が 学ぶ べ き教科内容ス タ ン ダ
ー

ドの 設定 、 到達す べ き達成ス タン ダー ドの 設定

とそれ に基づ く試験 （assessment ）の導入 とそ の

結果 を公的に報告する こ と を義務付けた （U ．S．

Department　ofEducation ，2001）。

　障害の ある児童生徒に つ い て は、全障害児教

育法が 施行 され た 1975年か ら現在 まで 、 早 期
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発見 と特別教育の 提供 に焦点が 置か れ て い た

もの の 、教育の 質や 教 育成 果 の 保 障が十 分で

はなか っ た こ とが指摘 されて い た （Eisenman ＆

Ferretti ［2010］262）。 そ の 結果、1997年に改正

された障害者教育法 （lndividuals　with 　Disabilities

Education　Act，以下 IDEA とす る）におい て 、通

常教育カ リキ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス が義務付 けら

れた （US ．　Department　ofEducation
，
1997）。

　 こ の ように して 米国で は 、 障害の ある児童生

徒 を含 めたす べ て の 児童生徒の 教育成果 に つ い

て 州や学校が説明責任を求め られ、そ の 方法と

して 、教科内容の ス タ ン ダ
ー

ドに基づ く通常教

育カ リキ ュ ラ ム へ の ア クセ ス と、達成ス タ ン

ダー ドに 基づ く試験の 導入 を重点的に行 うこ と

を選択 したの で ある （詳細は野 口 ・米田 （2012a）、

野口 ・米田 （2012b）参照）。

　 一方、配慮 を加 えて も達成 ス タ ン ダ
ー

ドの

到達が 困難である重度の 知的障害の ある児童生

徒
O

の 評価 に つ い て は代替 達成 ス タ ン ダ ー ド

（altemative 　achievement 　standards ）の 設定が認め

られて い る 。 こ の 代替達成ス タ ン ダ
ー ドも生活

面の ス キ ル で は な く、教科
2♪

に関する もの で な

ければならない （U ．S．　Department　of 　Education
，

2005）。 こ れ は、代替達成ス タ ン ダ
ー

ドも通常

の 達成 ス タ ン ダ ー ド同様 、 教科 内容 の ス タ ン

ダー ドに基づ くか らで ある 。 す なわち 、 米 国は

通常教育カ リキ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス は 、 到達す

べ き基準が 異 なっ て い て も、 学ぶ 内容が教科 内

容 の ス タ ン ダー ドに基づ い た もの で あれば、通

常教育カ リキ ュ ラ ム の シ ン グ ル トラ ッ クに全 て

の 児童生徒が 内包で きて い る とい う考え方で あ

る 。

　障害の ある児童生徒の 通常教 育カ リキ ュ ラ ム

へ の ア クセ ス 状況 に関す る先行研究は   最少制

約環境 と通常教育カ リキ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス を

最大限にするため の ス クール ・ワイ ド ・シス テ

ム に関する研 究 、   多様なニ ーズに応 じるた め

の カ リ キ ュ ラ ム の 修正 方法 に 関する研 究、  重

度の 知的障害の あ る児童生徒の カ リキ ュ ラ ム に

関す る研究 に大別 され る （詳細 は野 口 ・米田

（2012b）参照）。 しか し、一
つ の 学校区に焦 点

をあて そ の 区の 複数の 教育の 場に お ける通常教

育 カ リキ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス 状況 を整理 した研

究はない 。

　 また、  の 知的障害 の ある児童生徒 の 教育内

容に つ い て 、Browder
，
　Spooner

，
　Ahlgrim−Delzell

，

Flowers ，　Algozzine ，　and 　Karvonen （2003）は、近

年その 内容が 、機能 的生活ス キ ル （functional

life　skill）か ら、通常教 育カ リキ ュ ラ ム に お け

る教科指導に移行 した と して い る （Browder 　et

al．［2003］ 212）。 知的障害の ある児童生徒 に対

する 通常教育カ リキ ュ ラ ム に基づ い た教科指導

に関する研究は、算数指導に つ い て は Browder
，

Speoner，　Ahlgrim −Delzell ，　Harris　and 　Wakeman

（2008）が まとめ て お り、 読み指 導に つ い て は

Erickson，　Hanser，　Hatch　and 　Sanders（2009）が ま

とめ て い る 。 Browdcr・et ・al ．（2008）は 、  数 と式、

  測量、  デ
ー

タ分析と比率、  図形、  数学

に つ い て 、系統的指導をお こ な うこ と に よ り、

知的障害の ある児童生徒 も学ぶ こ とがで きる と

ま とめ て い る が 、 「よ り多 くの 研 究が 必要だ 」

（Browder 　et　al．［2008］427） と先行研究の 少 な

さを指摘 して い る 。 そ の 他に も知的障害の ある

児童 生 徒 に 対する 指導 内容 に 関する 研究は

Agran
，
　Cavin

，
　Wehmeyer

，
　and 　Palmer （2006）や

Browder ，　Trela，　Courtade，　Jimenez，　Knight，　and

Flowers （2012）な どがあるが 、 い ずれ も指導法

の 効果 を図 る実践研究で あ り、 実際の 教育現場

における知的障害の ある児童生 徒の 通常教育カ

リキ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス 状況 を学級編制や 時間

数を含め て包括的に分析 した研 究は ない 。

　そ こ で 、本稿 で は、イ リ ノ イ 州第 15学校 区

の 各種特別学級及 び代 替学校
3｝

内の 各学級 にお

け る通常教育カ リキ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス 状況を

実地調査 に よ り明 らか に する 。 特 に 知的障害の

ある児童生徒 に対 する通常教育カ リキ ュ ラ ム に

基づ く教科指導が お こ なわれ て い る時間数 とそ

の 内容を明らか に する こ とに よ り、各連邦法で

義務付け られ て い る通常教育 カ リキ ュ ラ ム へ の

ア クセ ス が現場 レ ベ ル で どの よ うに達成 され て

い る の か検証する 。 本稿 は我が 国の イ ン ク ル
ー

シ ブ教育 シ ス テ ム にお ける多様 な教育の場 にお
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ける カ リキ ュ ラ ム 編成 に関 して 示唆 を与 える こ

とが で きる と考えられ る 。

　本稿 で は 、 Table　l に示す第 15学校区の 特別

教育プ ロ グ ラ ム の うち、主 に知的障害のあ る児

童生徒 へ の 教科指導の状況 と、知的障害以外の

障害の ある児童生徒 へ の 教科指導の 状況 を明 ら

か にする べ く、 特別学級及 び代替学校の 学級を

対象に した 。 6種類 の 特別学級の 内 1学級ずつ 、

及び代替学校 内の 学級 2種 類の 内 1学級ず つ 、

（個別指導プ ロ グ ラ ム
， 1皿dividualized　Education

Program ， 以下 IEPの ない 生徒 の 学級 を除 く）計

8学級 を対象として い る 。 なお 、 小学生 の 学級

を中心 に調査 を行 っ て い るが、全て の 学級が異

年齢 ・異学年で編成されて い る学級で あるた め 、

対象 と した学級に在籍 し て い た学年は K 〜 7 年

生 であ る 。 調査項 目は   対象児童生 徒 、   学級

編制人 数とス タ ッ フ 数 （教員数 とプ ロ グ ラ ム ア

シ ス タ ン ト
4〕

の 数）、  時間割、  カ リキ ュ ラ

ム の 種類 、   通常学級 と の 交流、  試験へ の 参

加、の 6点で ある 。 学級 を見学する こ と に よ り

明 らか に で きなか っ た部分に つ い て は担任 ・管

理職 へ の 聞 き取 りを実施 した 。 なお 、 実地調査

は、2011年 9月 〜 11月 に 行 わ れ た （筑波 大 学

人間総合科学研究科研究倫理審査委員会承認済

み）。

皿．調査対象地域 ・学 区の 概要 と特徴

　 1．イ リノ イ州の 特別教育の 実態

　上述 した IDEA や NCLB 法な ど の 連邦法 に お

い て義務付 け られて い る こ と踏 まえた上で 、実

際の 現場で の 教育に関 しては、各州お よび各学

校 区の 実態 に応 じて州 ・学校 区 レベ ル で規定が

なされて い る 。 州 の 教育委員会 は学校 区の パ ー

トナ
ーとし て 、学校区が提供 し て い る各種特別

教育が法令 を順守 して い るか を確認す る機 能を

有 して い る 。

　 イ リ ノ イ州の 全児童生徒の 数は およ そ 210万

人 で あ り、そ の うち IEP の ある児童生徒 の 数は

13．8％ （29万 人 ）（全 米 ：12％ ）で ある （障害

種 ご と の 内訳 はTable　2参照）。 学校 区は全部で

868区 あ り、 学校 数 は 4439校 で あ る （National

Center　on 　Educational　Statistics
，
2011）。 　ま た、

NCLB 法 下 に お け る 全 米 学 力 調査 （National

Assessment　ofEducational 　Progress）試験の 平均点

は全米の 平均点 に極め て 近 い （Table　3）。
マ イノ

リテ ィ お よ び貧 困層 の 割合、通常学校在籍率、

1 ス タ ッ フ に対する児童生徒の 数 、 通常試験 へ

の 参加率に つ い て Table　4に まとめたが 、 い ずれ

も全米の 平均と近 い 州で ある こ とが分か る 。

　イ リノ イ州で は基本的に障害が児童生徒 の 学

習に影響 を与えて い る場合特別教育の 対象 とな

るが 、 障害種の み で教育 の 場や サ
ービ ス 内容は

決 定 され な い （ISBE ［2009］24）。す な わ ち、

先 に教育の 場 を決め る の で は な く、ど の ような

支援 が必 要か をIEP チ
ーム が話 し合 っ て か ら、

そ の 支援が お こ な える場 を当該児童の 教育の 場

と して決定する 。

　 2 ．イ リノ イ州に お ける通常教育カ リキ ュ ラ

　　　 ム へ のア クセ ス

　 イ リノ イ州にお ける通常教育カ リキ ュ ラ ム へ

の ア クセ ス に関連する州法と して は、基本的に

は連邦法 と同様の 内容が 下記 の 通 り記 され て い

る 。

　 1）IEP に 当該児童生徒の 障害が ど の ように

　　　通常教育 カ リキ ュ ラ ム へ の 参加 に影響 し

　　　 て い るかを記述する 。

　 2 ）IEP の 目標は、イ リノイ ラ
ーニ ン グス タ

　　　 ン ダー ド （全米統
一

ス タ ン ダー ドで ある

　　　 コ モ ン コ ア ス タ ン ダー ド
5）

に 準ずる）に

　　　 基づ く、 測定可能な目標で なけれ ばな ら

　　　 な い 。

　 3）可能 な限 り州の 定め る試験 に 参加 を し、

　　　IEP チ ーム の 判断 に よ っ て は 配 慮をす

　　　 る 。 また 、 通常試験へ の 参加が 困難 と判

　　　断した時の み、代替試験に 参加する。

　　　（連邦法 ：34CFR 　300．320，州法 ：231AC

　　　226．230，　23　lll。Adm ．　Code　1．130）

　 3．イ リノ イ州第 15学校区の特別教育

　 1 ）第 15学校 区特別教 育 の プ ロ フ ィ
ー

ル ：

第 15学校区は州で 3 番 目に 大きな小中学校区

で 、小 学 校 （K −6）15校 、 中 学校 （7−8）4校、

代替学校 1 校 （就学前 一8年 生） の 計 20学校 を
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Table　1　第 15学校区に お け る特別教育プ ロ グ ラ ム ・
サ
ービ ス

プロ ダラム
・
サ
ー

ビス 名 夷象 内容 ・カリキュラム ・試験 考

早期介入移 行サ
ー

ビス 弔期介 入ザービスを受けた0歳〜3歳
早 期介 入から幼児 期サービス に移 行するための プ コ グラ

ム

特別教育

ケ
ー

ススタディ
ー
済みの特 別教育対

象幼児
〔言 語・ス ピーチ 、枇会的 ・情緒的 、
モ ーター　知爵・に ニ ーズ

【EFを作成
幼児教育 の ス タンダードに基づ くカリキュラム

幼児期発達を豊かにす
るセ ン ター

アットリスク〔6ヶ刀以上の 樊達遅滞）
の 3・4歳児

幼児教育 の ス タンダードに基づくカリキュラム ・1翰 助成金で 運営

　未就 学

〔代 替学校）
プ レ ス ク

ー
ル 統含プ ロ グ

ラム
定型発 達児 障害の ある幼握と障害のな い幼児が 同じ環境 月 ＄175

幼児期 「自立に 向けた構

造化 1プ 卩グラム
自閉症 の診 断を受けて い る幼児

構造化された環境 に お けるスタンダードに 基づ くカ 1ナキュ
ラ ム 、コミュ ニケー一シ ョ ンポー・ドの 使 用

通 常の 幼児期プ ロ グラ

ム より2時 間多い

幼児期移行プ ログラム

キンダーガーテ ン （K＞進学時 に通鴬

学級あるい は特別学級 の 判断が 付

きに くい幼児

ス タン ダードに基 づ くカリキュラム

通 常のキ ンダーガーテ

ン プ ログラ ム は 半日で あ

るが 、王日の プ ログラム

通常学級在

籍者への サ

　 ポ
ー

ト

インクル
ージ ョ ン

低発症 申（レM −i［1cidDIlc のの 児童生

徒で 、通常学融 でも対応可能な児童

生 徒

インクル
ー

ジ ョ ンフ ァシリテ
ー

タ
・一

が EP の 作成 や 担任 へ
の コン 章トル テ

ーシ ョン を 行 うロ
通常学級 に在籍 しながらイン クル ージ」 ン フ ァ シ リテー
ターの 取り出し指 導 〔週 300時 間〕や各セ ラピ ス トの 支援を

受 ける。
スタンダ

ードに基づく通常教育カ リキュラムを修正

代替 達成 ス タン ダードに 基づ く試験

インクル ージ ョ ン フ ァ シ リ

テーター（学校 区で6名）

は学校を巡 回

リソースル
ー

ム 静習面 に 困 難さのある児童 生徒

必要 に応 じて 取り出し指導やプ ッ シ スイン 指 導※ を行 う。
通 常 学級で 行っ て い る教科の 補充や 、必 要に応じて 特別

なプ ロ グラムも行う。
各学校に常駐

ス ピ
ー

チ 言語
ス ピ

ー
チ あるい は 言語に 困難さの あ

る 児童 生徒
必要 に応じて 取り山し指導やプ ッ シ ュイン 指 導を行う。 告学校 に常駐

通常学級＋

　特別学級

への サポート

ソ ーシャル ワータサ
ー

ビ

ス

杜 会性 面 ・情緒面 の 不安定さのある

児童 生徒
必要 に応じて取ゆ出し指 導やプッシ畠イン 指 導を行う。 各学校に常駐常駐

聴 覚障害サービス 聴覚障害 のある児 童生徒
1・要 に応 じて 取 り出し指導や プッシ ュイン指導を行う　　 賦回　（2名）

障 　サービス 覚障害 のある児童 生
仕 「・要に応 じて 取り出し指導やプ ッ シ ュイン指導を行 う 艦回 （L名）

理
隅1

濫サービス 運動 に困
」
さの ある児重 生徒 必 要 に応じて 取り出 し指 借 を行 う 巡 回

作業療法サ
ー

ビス 噛　 　 に　　さの ある 1 童生 必　 に応じて取 り出し揖 を行う 巡回

学 習障害指導 プ ログラ

ム
学 習障害

学習 障害 の ある児竜生 徒 の 特性 に応じた 、逓常 の ス タ ン

ダードに基づ くカ リキ ュラム

通常 スタンダー・ドに墓つく試験

ll学級

行動障害／情緒障害プロ

グラム
广 行動 ・

情緒障害
　　　　　　　　　　　　　P

通常の ス タンダードに基づ くカリキュラム （通 常学級と同じ

教科．書使用 〕

アン ガーマネージメン トやソ
ー

シ ャ ！以 キル の プログラ

ム。田 S（Po5iむive　Beh 邑vior 　5upporゆに基づ く行動管理 シ

ス テム

7学級

特別学級 AIME （A。巳demic
InsL田GtlDn 「Dr

Me ユnin 官齟 巳d巳。aしlon＞
軽度

一
中度知的障告

重度 の 障害 の ある児童 生徒 用 の 特別カリキュラム

代替達成ス タン ダ
ー

ドに基づく試験
5学級

M 罷E （Modi五ed

lns呻 α i。na1 臘 即 n 呂　　　　　　　“
EnvirO血ment ）．．、

中度薀 度知的瞳害　　　　　　　　　　　　　P
　　　　　　　　　　内

重度の 障害 の ある児童生徒 用の 特別カリキュラム

代替達成スタン努÷ドに基づく試験　　　P　　　　　　　「
3学紐
　 　 　 　 　 ：

S【P （St田 ctured 　fbr

【nd9 陬 denGe 時 。唇ram ）
自閉症

重度の 障害の ある児 豪生 徒 用の 特別カリキ ニラム

代替達成スタンダードに基づく試験
構造 匕された環壻

4学級

Cross　Catego臧cal1
れ

軽度知的 障害、重度ゆ （3−4学 年の 　 通常ス タン ダ
ー

ドに基づ くカリキュラム に修 正

　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　 通　ス タンダ
ー

ドに基づ 試 験
一

部 　　 　験
4学級

Mu ［tiple　N 配 ds　PrD皀r己m 知的障害 と行動障 害

超構造化され た環境
重度の 障害 の ある児童生徒 用 の 特別カ リキュラ ム

代替達成 ス タンダードに某つ く試験

2学級

代替学校
ACES （Anger 　CDntrol ，
ChamcterE 釦 cation ．
E吶 乱ヒ瓢yT 面 血 9，細 d
SDαa壬駄旦且S）　　亨 、電广

重度の 行動障害 　　 　　 　　 　 ・
囁
：乱｝　 　 、广囁　 ．．、　　　　广『　：广　　　　　　　「广

通 常ス タンダードに 基づくカ リキ ュラム

ア ン ガーマネージメン トやソ
ーシ ャ ル ス キル の プ ログラム

PBS 碍暴つ く行勤 簣理シ ス 柔ム

通 常騫 鼓 グ
ー灘 墓つく試験｝・　 蝦 、・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　囁 「

2学級

　；1广内　　　　
葺

セ カ ンドチ ャンスプ ロ グラ

ム

中学生で 不適切な行動の 多い 1EPの

ない 生
’ 行 動面を改善し、通常 学校にもどるための アン ガ

ー
マ

・一ジ メン トや ソ
ー

シャル ス キ ル の プ ロ グラム
1学級

来プ ッシ ュイン揃導とは、特 別教育担 当教員が 通常学級 に入 り込み支援を行うこ と

出典：Cindy　Phelps（第 15学 校区スチ：・一一デントサ
ー

ビ ス 課長 〕への 聞き取り、及び C 〔：SDIs 　Special　E　ducation 　fiDgrzm 　and 　Service より作成．
hLLp：／！wptw ．ctsdl5 ．net 〆pages／CCSD15 〆Our−Serv［ces 〆6工98］37Z ］156798258fSpcc ［a］＿EducationJPrograms
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特 別 学級 ・代 替学 校 にお け る障害の あ る児童生徒の 通 常教 育 カ リキ ュ ラム へ の ア ク セ ス の 現 状 と課題

Table　2　イ リノ イ州 ・第 15学校区における障害カ

　　　　 テ ゴ リーとそ の 割合 （2011年）

障害カテ ゴ リー
第 15学校医

　　 ％〉

州 内初等学

校区全体（％）

イリノイ州
’
全体（％）

言語障害 39，29 2998 20，59

学習障害 22，17 27．48 37．17

発達遅滞 13．68 14．66 9．39

健康障害 6．31 8．97 9．61

情緒障害 6．06 5．15 7．16

自閉症 6．06 6．22 6．15

知的障害 2．5 3．91 6．55

聴覚障害 1．31 1．31 1．11

重複障害 1．19 0．95 0．79

身体障害 1．06 0．61 0、61

視覚障害 0．19 0．39 0．4

外傷性脳損傷 0．19 0．17 0．25

聾 0 0．18 0．21

盲聾 0 0．01 O．01

出典：Illinois　State　Board　 of 　Education（201D2011 −

2012111inois　Speciai　Educati。n 　Profileを元に作成．
http：〃webrpt1 ．isbe．ne し／WebReports／WebReportsCR ．aspx

Table　3　National　Assessment　efEducational 　Progress

　　　　 結果 （2011）

イリノイ州平均 全米平均

4年生読み 238 239

8年生読み 282 282

4年 生算数 219 220

8年 生 数学 263 261

4年生理 科 148 H9

8年 生 理 科 148 147

出 典 ：National　Center　for　EducatiDnal　Statistics

（2011）State　Education　Data　Rrofiles．
http：／／nces ．ed ．gov ／Programs ／stateprofiles ／sresult ．a

sp ？mode ＝ short ＆s1 ＝ 17

有 し、 約 13
，000人の 就 学前 一8年生 の 幼児児童

生徒 が在籍 して い る 。

　その うち 12。3％ （1601人）が特別教育対象者

であ る （内訳 は Table　2参照）。 また、英語の習

熟に限界の ある児童生徒が 20％ 、 34．9％が貧困

層 の 児童 生徒 で あ り、 さらに家庭 で は 75力 国

の 言語や 方言が使用 され 、 多様 なニ ーズ の ある

児童 生徒 へ の 対応が必 要な学校 区で ある 。 ス

タ ッ フ数は全部で 2，123名で ある。

Table　4　イ リノ イ州 と全米の 比較

マ イノリテ ィ（％）

　　　」

45．77 45．89

貧困層（％） 42．1 47。5

通常学校

在籍率 （％）
92．36 94．92

1ス タッフ に対す る

児童生徒の 数
9．5 7．8

通 常試験参加率

（算数 読み）
89．23 82．54

出 典 ：Nationat　Center　on 　Educational　Statistics（2012＞
Digest　of 　Education　Statistics．
http：／／nces ，ed．gov ／programs ／digest／2012menu −tables．asp
Data　Accountability　Center （2011）［ndividuals 　with 　Disabilities

Education　Act　Data．　https：／／www ．ideadata．org ／default．asp

を元 に作 成．

　第 15学校 区で は こ れ まで に 9校が NCLB 法

ブル ーリ ボ ン 賞
6）

を受 賞、6校 が イ リ ノ イ州

オーナー ロ ール賞
7）

を受賞 して お り、州内外で

NCLB 法下の 学力向上 に 関する取 り組み に
一

定

の 評価 を得 て い る学校 区 で ある こ とが分 か る

（Community　Consolidated　School　District　15，2013）。

　 2 ）第 15学校区にお ける多様な教育の 場とカ

リキ ュ ラ ム ：第 15学校区の カ リキ ュ ラ ム は、イ

リノ イ ラ
ー

ニ ン グ ス タ ン ダー ドに基づ き、言語、

算数、理科、社会が全て の 学年で 行われ て い る 。

その 他に は 、 環境教育 、 第 2 言語 、 保健 ・発達 、

音楽 、 美術 、 楽器 、 キ ャ リ ア教育、 美術 1テ ク

ノ ロ ジー、コ ン ピ ュ
ーター、体育とい っ た科 目

もカ リキ ュ ラ ム の 中に組み込まれ て い る 。 また、

必要 に応 じて 、 特別支援チーム
s｝

、 ス ク ール ソ ー

シ ャ ル ワ
ーカ ー

、 ス ク
ール サ イ コ ロ ジ ス ト、

ス ク
ール ナース の 支援 を受 ける こ とがで きる 。

そ の 他 の 支援 プ ロ グ ラ ム ！サ ー ビ ス と し て は 、

ギ フ テ ッ ド ・
タ レ ン テ ッ ドサ ービ ス

9｝
、読み 介

入
1ω
、特別教育プ ロ グ ラ ム 、英語学習者プ ロ グ

ラ ム が ある 。

　Table　1に第 15学校 区の 各種 特別教育プ ロ グ

ラ ム の対象 ・内容 ・試験 ・学級数 を示 した 。 ま

た、通常学級に在籍 して い る児童生徒用の 付与

的サ
ービ ス は どこ の 学校 に も設置され て お り、

一121一
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設置され て い な い 場合 は担当者が 巡回をする仕

組み に な っ て い る 。

　通常学校 に設置 され て い る特別学級は全部で

6種類 、 代替学校 に設置され て い る特別学級 は

全部で 3種類で ある 。 各種特別学級 は、各学校

が 担 当する 形で 設置 されて お り、 小 学校 15校

の うち 7 校 に 特別学級が 設置 、 中学校 に は 全 4

校 に特別学級が設置 されて い る 。 例えば学習障

害の 学級 は
一

学校の み に配置され て い るた め、

対象 となる児童生徒 は全学校 区か らその 学校 に

通学 して い る。

皿．実地 調査結果

　 1 ．通常の達成ス タ ンダー
ドに基づ く試験を

　　　受ける特別学級

　下記に、主に障害の ない 児童生徒 と同様の 達

成ス タ ン ダ
ー

ドに基づ く試験 を受ける児童生徒

が在籍する特別学級 （通常学校 3種 ・代替学校

1 種
m
、計 4 種） （以 下 、通常ス タ ン ダー ドに

基づ く学級）の   対象児童生 徒
’2〕
、  学級編制

人数 とス タ ッ フ 数 、   時間割 、   カ リキ ュ ラ ム

の 種類 、   通常学級 との 交流 、   試験へ の 参加

につ い て示す 。 なお 、 時間割 は Table・5、 カ リキ ュ

ラ ム の 種類 に つ い て は Table　6 に も示 した。 こ

れ らの 学級は 主に 知的に 障害が な く、行動面や

学習面な ど、ある特 定の 分野の み に 困難さ の あ

る児童生徒が在籍 して い る 。 時 間割 につ い て は 、

クラ ス 全体の 時間割を示 したが 、ほ とん どの 児

童生徒 に対 し、
ス ピーチ ・言語や ソ ーシ ャ ル ワ

ー

ク の 取 り出 し指導が 行わ れ て い る 。

　 （1）学習障害 クラ ス ：

　 1）対象児童生徒 ：学習障害の ある児童生徒 。

　 2 ）学 級編 制人 数 とス タ ッ フ 数 ：4−5年生 10

　 　　名 、 ス タ ッ フ数 2名 （教員 1 名 、 プ ロ グ

　 　　ラ ム ア シ ス タ ン ト 1名）。

　 3 ）時間割 ：Table　5に示す通 り。 教科の 時間

　　　数は、通 常学級と同様の 270分 。

　 4 ）カ リキ ュ ラ ム の 種類 ：社会 ・理科に つ い

　 　　て は通常学級 と同様の 教科書 を使用 し、

　 　　読み と言語に つ い て は通常学級の 教科書

　　　とは 異 な る もの （S．P．1．R ．E ．） を使 用 。

　 　　S．P．1．R ．E，は包括的 ・集中的な読み介入プ

　　　ロ グ ラ ム で あ り、読み に困難さ の ある児

　　　童用に 開発 され た科学的根拠 に基 づ く教

　　　材 。 そ の 他の 学年 につ い て も読み書きに

　 　　困難 さの ある児童用 に開発 された プ ロ グ

Table　5　各教育 の 場 における時 間割 と教科の 時間数

通 常学級
学習 障 害プロ

　　グ
卩

ム

行 動／情 緒

プ ロ グラム
CC ACESAIMES MILE SIP MN

彊
一goo 月の 朝 の 準

驢
朝　 雫備 朝 σ帆 準 備・朝ごはん の 　　 ・感宀汗動

00−915 箆奴 　 グ
’

集 まり
朝 の 準備 朝の 準備、糊ごはん 朝の 準備

］5−9：窩o
ヨ ガ

朝の 会

r

羅．鱶瞳
の ワ

ー
ク 攤 ∵ ・ま P

3D−9：弖5 髄艷　　　　　「「
日付確認

’膨‘・・囁’加で
　　　　 麟＿内　　　． 

ア ダブ テ ツ ド体育
日付確認

おや つ

9　 5−10rOO 攤 毳
　院

短　罰
鸛 ，

1　 0D−lD二15
孅鵜 ：

　　　　　唱
・　 　 　 　 兆 　 　 　

囲 口付確認

115 −IO 呂0 繍 轗 灘
　 　 　 　 　 　 　

」媛購
　　　　、．蓬寵 鬣

毎駕

音楽

音楽療法

アタブテ ツ ド体育
1　 3Q−1045 蠱

　　　　　　　　“
　　　　 繭 鮎謝 袰

　　　醐…甥
　　

“
躑 数

ヒ…寂

．蛭 否
一

輔響
　　　　 韆 i韃馬暑　　　　　　　　 鞭　ヌ

轗鑾黷 壁舞翫　　　　　　ヌ
　　　野　　　　呪
　　　　　　攣
鷹嫌 轡

・
蕪

＿ 熱 螺

講
集まりの 　 間

1　 45−11001100
−1115 螺 熾 鼠

撫 蠡縛
。霧

熟 トイレ 、感覚活動
漆
犠 幽 1

　．、餮膨ノ
麟

H15 −U30
讐漏 　　藩

　　　　鷲
撫 響轡 鑼 罫零曲

113D −1145 灣
舘FF

呼
　　 算数

駅麹ア
ー

ツ ヨン｝手
ランチ （教 室で｝

　二．コ
ll．45−12，05

ラン チ

昼 休み
アダプ テツド体育

12　 −12；15

　 　 　 ♂　 　　 辮・轟　罫
・轍 ・

　　勸 鍾

  1呉　　　　巾
ラ ン チ

昼休み

ラン チ
ランチ

昼休 み12　 −12：30
且2　 −12：45

ランチ

昼 休み

囎 算激
ロア 納 論 ♂

休み 1寺剛 パディ
ー
，

感 見 指 動
ランチ

昼 休み

ラン チ

昼休 み1　 　 −1：00 炉P トイ レ ・感
1　 −

　 15

ランチ

昼休 み 嘴 霧
　 　 　 　　 ．  、

トイレ

蔑み ソ
ー

シ ヤル ワ
ー

ク

1　 −
　 301

　
−
　 45

　　　蹴

滋欝
欟

轡 謬
轜

F．
　　菷　 舮

曇　 騨
・魍 ヨガ 運動 部屋

1　 −
　 00

　 盛斟，州
麟 継会 群

．F。弄協 　　　議 、
　　　　 醤 瀛

ソ
ー

ンヤル ス キ ル

図書

ソ
ー

シ ヤ ル ワ
ー

ク

勲 幾
げ ゴ

轟 賑 構輻　 　 ・庸．．幅。．．
　　　おやつ

　 　 　 　　 　 　 ♂
　　   響、
蜘　　

臆
．∂

　 ド垢　．．
；
・ 蘿

恥
撫 磁

侮 石

　　　　　　宦
　 　 りの 準

自分 で 選択

振り返り

2　 −
　 L52

　 −　 302

　 −　 452

　
−
　 OD 讎

「　　囁　FE

　　　　…

帰 りの準備

號 　 　
∈

L　，ヒ 新生面の ス キ ル A 日 の 仕 事 鏤　　　匸」■雫毎 目 の 5蓿 動 ・　 レ 裟＿．
帰りの 聴備

3　 　 　 20 帰 りの 準備 りの 準備 1 り伽
．

りの 準 1 りの
．

りσ｝鞴

教科

時間
270 270 225 30D 255 21D 60 15 」 120

出典 ：各学級への 聞き取 りか ら筆者が作成
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Table　6　第 15学校区の特別学級に おける教材
一

覧

教材 名 使用 学 級 URL

Harcourし
通常学級

BD ／ED
http：〃 www ．hmhco ．c。 m ／

SP ［RE 上1） htt・〃 巳 s．schoDls 　 ecialt ．com ／ roducts ／deしails 、cf揃？sedesonl ＝3250AM
1五 nuael ID htt・〃www 　vQ 　a　crbamin ．cor 〆curriculum ！hterac−solutjo 冂 s ／ian　ua 　 e〆

A 　 ression 　Re　 lacement　TraininBD 〆ED htt・〃a　πresslonre　lacelnenttramin．com ／

Language　Gor  arningl CC htt ：／〆mc 　 raw
−hiLLco．uk ／sra／lan　u　 eforleamin 　．htm

A−ZKids CC http：〃 www ．readin 　 a −z．com ／

Unique　Leaming　System
AIME ／MILEIMultiple　Needs

SIP
https ：〃 www ．n2y ．CDm ／unlque ／

出典 ：授 業観 察及 び 聞 き取り

　　ラ ム （Language ！）を使用。算数に 関し

　　て は通常の 教科書 に補助的な教材 を組み

　　合わせ て使用 。

5 ）通常学級 との 交流 ：12名の 児童の うち、

　　2 名 は算数 の 時 間の み 通常学級 、 1 名は

　　読み の 時間の み 通常学級、1名は理 科の

　　時 間の み通常 学級 で 授 業 を受けて い る

　　（メ イン ス トリ
ーミ ン グ

13

り。

6）試験へ の参加 ：配慮付 きの通常試験 。

（2）行動障害1情緒障害ク ラ ス

1）対象児童生 徒 ：主に行動障害 ・情緒障害

　　の ある 児童生徒 。

2 ）学級編制 人数 と ス タ ッ フ 数 ：K −4 年生 7

　　名 、 ス タ ッ フ 2名 （教員 1名 、 プロ グラ

　　ム ァ シ ス タ ン ト 1名）。

3 ）時間割 ：K −4年生の 時間割を Table　5 に示

　　す 。 教科の 時間は通 常学級や学習障害ク

　　ラ ス よ り少な い 225分で あっ た が、担任

　　へ の 聞 き取 りに よる と、小集団で授業 を

　　行 うことか ら 、 逆 に教科 の 進度は早 い と

　　の こ と 。 通常学級 とは異 な り、 毎日ソー

　　シ ャ ル ス キ ル 指導の 時間が あ り、 週に 2

　　回は ス ク
ー

ル ソ
ー

シ ャ ル ワ
ー

カ
ー

が指導

　　を担当し、週 に 3 回 は担任が担当。

4 ）カ リキ ュ ラム の 種類 ：算数 ・読み ・理科 ・

　　社会す べ て に お い て 、 通常学級 と同 じ教

　　科書の 使用 。ソ ーシ ャ ル ス キ ル 指導の 際

　　に使用 して い るカ リキ ュ ラム は 「攻撃性

　　を置 き換 える トレーニ ン グ」 （Aggression

　　Replacement　Training）。　IEP の 目標は ほ と

　　ん ど行動面 に関す る もの で あ り、 行動管

　　理 シ ス テ ム
1‘）

を導入 。 時間割にあ る 「毎

　　日の 5 活動」 とは、  本読み 、  作文、

　   （誰か に）読み聞かせ 、   語彙の 練習 、

　   読み 聞かせ を聞 く、 の 5 つ か ら自ら選

　　択する時間である 。

5 ）通 常学級 との 交流 ：音楽と体育は基本的

　　に は通常学級で受ける （メ イ ン ス トリ
ー

　　ミ ン グ）。

一
緒 に で きる 活動は で きる だ

　　けた くさん
一緒 に （例 ：卒業 ア ル バ ム作

　　成 など）。

6 ）試験 へ の 参加 ：配慮付 きの 通常試験 。

（3）カ テ ゴ リ
ーを超 えた （ク ロ ス カ テ ゴ リカ

　　ル、以下 CC とする）プ ロ グ ラ ム

1 ）対象児童生徒 ：主 に軽度知的障害ある い

　　は 重度 の 学 習障害 （3〜 4 学年 の 遅れ）

　　の ある児童生徒 。

2 ）学級編 制人数と ス タ ッ フ 数 ：4 − 6年生

　　10名、 ス タ ッ フ 3名 （教 員 1名、 プ ロ

　　グ ラ ム ア シ ス タ ン ト 2 名）。

3 ）時間割 ：4 − 6年生 の 時間割 を Table　5 に

　　示す 。 教科 の 時 間数は 、 通常学級 や学習

　　障害ク ラ ス よ り多 い 300分 。

4 ）カ リキ ュ ラ ム の 種類 ：読み に つ い て は、

　　学習障害プ ロ グ ラ ム と同 じS．P．1．R ．E．の

　　使用 。 また、補助的なカ リキ ュ ラ ム と し

　　て 、 「ラ ン ゲ ッ ジ ・フ ォ
ー ・

ラ
ーニ ン グ」

　　（Language　for　Learning）を使用。 い ずれ

　　も通常の ス タ ン ダー ドに基づ くもの 。 算

　　数、理科、社会 は通常学級 と同様の教科

　　書を使用 。

5）通 常学級 と の 交流 ：美術 、 音楽、体育 、
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　 休み時間は通常学級へ
。

6）試験へ の 参加 ：ほ とん どの 児童生徒が通

　 常 の 試験 を配 慮付 きで 受け る が 、 IEP

　　チ
ー

ム の 判断に よ っ て は、代替試験 を受

　　けるケ
ー

ス もある 。

（4）怒 りの コ ン トロ ール 、 キャ ラ ク ター教育 、

　　共 感 トレ ー ニ ン グ、 ソ
ー

シ ャ ル ス キル

　　（Anger 　control
，
　Character　Education

，

　 Emphathy　Training
，
　and 　Social　Skills、 以下

　 ACES ） プ ロ グ ラ ム

1 ）対象児童生徒 ：主に重度 の 行動障害 の あ

　　る児童生徒 。

2 ）学級編 制人数 と ス タ ッ フ 数 ：4 − 6年 生

　　6 名、 ス タ ッ フ 2．5名 （教 員 1 名 、 1 名

　　プ ロ グ ラ ム ア シ ス タ ン ト、 1 名は 隣の ク

　　ラス と兼務）

3 ）時 間割 ：4−6年生 の 時間割 を Table　5に示

　　す 。 教科の 時間数は 255分 と、通常学級
・

　 学習障害ク ラ ス とほ ぼ変わ らない
。

4 ） カ リキ ュ ラ ム の 種類 ：基本的 には通常の

　　ス タ ン ダ
ー ドに i基づ くカ リ キ ュ ラ ム

　　（Harcourtや SP．1．R ．E ．の 使用）。 中には下

　 学年の 内容を学習 して い る児童生徒もい

　　る 。 行動障害・情緒障害ク ラ ス と同様に 、

　 行動管理 シ ス テ ム を導入 。 時間割 にある

　　「ロ テ ーシ ョ ン 」とは、読み と算数の 集

　　団に難易度別に分かれ 、 時 間を区切 っ て

　 順番に集団を移動す る形態 。

5 ）通 常学級との 交流 ： こ の 学校に在籍中に

　　交流は な し。 基本的に は行動面が 落ち着

　　い た ら通常学級へ の戻 る こ とを 目指す 。

6 ）試験 へ の 参加 ： 全 在籍児 童生 徒 12名中

　　3名 は代替試験 、 その 他の 児童生徒 は通

　 常の 試験 。

　以上 に通常の 達成ス タ ン ダー ドに基づ く試験

を受ける児童生徒 が在籍 す る 3種類 の 特 別学

級、及び代替学校の 1学級 に つ い て記 した 。 学

級の 入 数は平均 して 1学級に つ き 8名、ス タ ッ

フ 数は基本的 には教員 1名、1学級 に つ き平均

2 名の プ ロ グ ラ ム ア シ ス タ ン トが 付 い て い た こ

とか ら、 1名の ス タ ッ フ に対する児童生徒数 は

2 〜 3名で あ る 。 また、平均 して 1 日 の 内 264

分が教科 の 時 間で あ っ た 。 カ リキ ュ ラ ム に関 し

て は、基本 的に は通常学級 と同様の 教科書が 使

用 され て お り、異 な る教科書が使わ れ て い る場

合 で も、 それ らは ス タ ン ダー ドに基づ くもの で

あっ た 。 また 、 ほ とん どの 在籍児童生徒は通常

の 試験に参加 して い るこ とか ら、通常教育カ リ

キュ ラ ム へ の ア ク セ ス がなされて い る と判断が

され て い た 。 すなわ ち、現場 にお い て 通常教育

カ リキ ュ ラ ム ヘ ア ク セ ス がで きて い る か ど うか

の 判断は、使用 され て い る教材や教科書 と、通

常試験へ の 参加状況 に よる こ とが 明 らか とな っ

た 。 なお 、 通常学校 にある特別学級で は児童生

徒 の 状態 に 合わせ て 柔軟 に 通常学級 へ の メ イ ン

ス トリ
ーム を行 っ て い た

一
方、代 替学校で は交

流が全 くない 状況で あ っ た 。

　 2 ．代替達成ス タ ンダー
ドに基づ く試験 を受

　　　け る学級

　下記 に、 代替達成ス タ ン ダー ドに基づ く試験

を受ける児童生徒が在籍す る特別学級 （通常学

校 3 学級 ・代 替学校 1 学級） （以下、代替 ス タ

ン ダ
ー

ドに基づ く学級）に つ い て示す 。 こ れ ら

の 学級に は主に知的に障害の あ る児童生徒が在

籍 して い た 。

　 （1） 意 味 の あ る 教 育 の た め の 教 科 指 導

　　　（Academic 　Instruction　for　Meaningful

　　　Education、以下 AIME ）プ ロ グラ ム

　 1）対象児童生徒 ：主 に軽度知的障害の あ る

　　　児童生徒 。

　 2 ）学級 編制人数 と ス タ ッ フ 数 ：4 − 6年生

　　　10名、 ス タ ッ フ 数 6 名 （教 員 1名、 プ

　　　ロ グ ラ ム ア シ ス タ ン ト 5 名）

　 3）時間割 ：4 − 6年生 の 時間割 を Table　5 に

　 　　示す 。 教科の 時間数は 210分 。

　 4 ）カ リキ ュ ラム の 種類 ：全て の 教科にお い

　　　て 、 重度の 知的障害の ある児童生徒を対

　 　　象 に 開発 され た ユ ニ
ー

ク ・ラ
ーニ ン グ シ

　　　ス テ ム　（Unique　Leaming　System’6
り を使

　　　用 。 「ソ ーシ ャ ル ワ ーク」 とは ス ク
ール

　 　　ソ
ーシ ャ ル ワ

ーカ ーが授業 を担 当する時
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　　間で あ り、 内容は主に コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ

　　ン や 対人関係 に関す る もの 。

5 ）通常学級 と の 交流 ：バ デ イ
ープ ロ グラ

　　ム
ユ5〕

を導入 、 毎 日20 分 問 、 3 年生 が 教

　 室に 来て 遊ぶ 。 火 曜 日は、3 年生が 図書

　 館で本 の 読 み聞かせ 。

一
人の 男子は体育

　　（3年生）のみ 通常学級で学ぶ 。

6）試験 へ の 参加 ：全員代替試験へ の参加 。

（2）調整 され た指導 的学 習 環境 （Mod ・fied

　 Instructional　Learning　Environment、 以下

　 MILE）プ ロ グ ラ ム

1）対象児童生徒 ：主 に 中度〜重度知的障害

　 　の あ る児童生 徒対象

2）学級編制人数 とス タ ッ フ 数 ：  4 − 6年

　　生 8名 、 ス タ ッ フ 6名 （教員 1名 、 プロ

　　グラ ム ァ シ ス タ ン ト5 名）

3 ）時間割 ：4 − 6年生の 時間割を Table　5 に

　　示す。教科の 時間数は
一番少な く、 60分 。

　　トイ レや 食事の 時間が 長 くとられ て お

　　り、その 理 由 と して 担任教員 は 「IEP の

　　目標が食事や トイ レ に 関する もの が ある

　　ため」 として い た 。 衛生面の ス キ ル の時

　　間が設け られて お り、 こ れ は手洗い や 身

　 　支度 などの 指導が行われる 。

4 ） カ リキ ュ ラ ム の 種類 ：60分 の 読み の 時

　　間で は 、 Unique　Learning　System を使用 。

　　IEP の 目標 は 「色の 弁別」や 「数の 概念」

　　な ど の 概念 的な学習か ら、「ス プー ン で

　　食べ 物 を 3 回以上す くう」な どの 食事に

　　関する 目標 まで 、個 々 の ニ ーズに合わせ

　　て設定 。

5）通常学級 と の 交流 ；毎週 金曜日 、 図書館

　　で通常級の 児童た ちが 読み 聞かせ 。 また、

　　毎日体育と給食の 時間は通常級の児童 と

　 　の バ デ ィ
ープ ロ グラ ム 。

6 ）試験 へ の参加 ：代替試験 へ の 参加 。

（3） 自立 の た め の 構 造 化 （Structured　for

　　Independence、以下 SIP）プ ロ グ ラ ム

1 ）対象児童生徒 ：主に 自閉症 の ある児童生

　 　徒 。

2 ）学級編 制人数 と ス タ ッ フ 数 ：5 − 6年生

　　7 名 、 各ス タ ッ フ 4 名 （教員 1名、プ ロ

　　グ ラ ム ア シ ス タ ン ト 3名）

3）時間割 ：5 − 6年生の 時間割をTable　5に

　 示 す 。 教科の 時問数は、通 常学級 よ り

　 100分 ほ ど少 な い 、 165分 。 教科学習 の

　 時間は基本的に ロ テ
ーシ ョ ン 、 小集 団か

　　1 対 1 の 指導 。

4）カ リキ ュ ラ ム の 種類 ：Unique　Learning

　 System。

5 ）通常学級 と の 交流 ：第 2外国語や音楽 な

　　ど に メ イ ン ス トリ
ー

ム 。体育 とラ ン チの

　 時間は通常級の 児童 とバ デ ィ
ープ ロ グ ラ

　 　ム 。

6 ）試験へ の参加 ：代替試験 へ 参加

（4）重複 ニ ーズ （Multiple　Needs）プ ロ グ ラ ム

1）対象児童生徒 ：重複障害の ある児童生徒

　　（主に知的障害 ・自閉症 ・行動障害）

2 ）学級編制人 数とス タ ッ フ 数 ：3 − 7年生

　　5 名、ス タ ッ フ 6 名 （教員 1名 、 プ ロ グ

　　ラ ム ア シ ス タ ン ト5 名）

3）時間割 ：3 − 7年生の 時問割 を Table　5 に

　　示 した 。 リ
ー

デ ィ ン グ ・言語 ・算数
・
理

　　科 ・社会の 時間は 130分 と 、 通常学級の

　　約半分で あっ た 。

4 ）カ リキ ュ ラ ム の 種類 ：Unique 　Learning

　　System

5 ）通常学級 との 交流 ： なし

6 ）試験 へ の 参加 ：代替試験 へ の 参加 。

　以 上 の 代替ス タ ン ダ
ー

ドに基づ く試験 を受 け

る児童生徒が在籍す る特別学級 5 学級及び代替

学校 1学級で は 、 学級 の 人数 は平均 して 1 学級

につ き 7名、ス タ ッ フ 数 は基本的に は教員 1名 、

1 学級に つ き平均 4 名の プ ロ グラ ム ア シ ス タ ン

トが 付 い て い た こ とか ら、1名の ス タ ッ フ に対

する児童生 徒数は 1〜 2 名で ある 。 また 、平均

して 1 日の 内 139分 が教科 の 時間 と、通常ス タ

ン ダ
ー ドに基づ く試験 を受ける 学級 よ り100分

少 なか っ た 。 カ リキ ュ ラ ム に 関 して は 、 全学級

にお い て 、Unique　Learning　Systemが主要 とな

る カ リキ ュ ラ ム として使用 され て い た 。 な お、
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通常学校にあ る特別学級 で は児童生徒 の 状態に

合わせ て 柔軟 に通常学級 へ の メ イ ン ス トリ
ーム

や 、バ デ ィ
ープ ロ グ ラ ム にて 交流が行われて い

た
一

方、代 替学校 で は交流 が全 くな い 状況で

あ っ た 。

　 上記 の すべ て の 学級 にお い て使用 され て い た

Unique　Learning　System は、学年相応の 通常教

育カ リキ ュ ラ ム に ア ク セ ス す る た め に 、 修正や

調整 、 個別指導を必要 とする重度の 知的障害の

ある児童生徒 に 対 して 開発 された カ リキ ュ ラ ム

で ある 。 イ ン ターネ ッ ト上に指導案、教材、プ

レ テ ス ト、 ポ ス トテ ス トが あ り、

一
人ひ と りの

成績 デ ータ を管理 で きる よ うに な っ て い る 。

ホ ーム ペ ージ
ユ5＞

上に は、コ モ ン コ ァ ス タ ン ダー

ドに基づ き内容が 設定されて ある と の 記述があ

る こ とか ら、こ の カリキ ュ ラ ム の 使用 は通常教

育 カ リキ ュ ラ ム へ の ア クセ ス で ある と認識 され

て い る こ とが 分か る 。

　 こ の Unique　Learning　Systemの 活用 状況 を、

全員重 度の 知的障害があ り発語 のあ る生徒が 6

名中 1名で ある MILE プ ロ グ ラ ム （6 − 8 年生）

に て 見学 した とこ ろ 、「ア メ リ カ ン ヒ ーロ ー
」

とい うテーマ で 、 ア メ リカ の 著名人に関す る読

み 課 題 を行 っ て い た 。 まず は学級 全体 で プ ロ

ジ ェ ク タ ーに 映 した文章 を読み （音声と視覚支

援付 き）、 その 後 グ ル ー
プ に分か れて課題を行 っ

て い た 。 課題 は、文章の 内容に合わせ て 、適切

な絵 カ
ー

ドを選び、そ の 絵を切 っ て貼る 、 と言 っ

た課題で あ っ た 。 こ の 時の 活動の 目的 は、それ

ぞれの 生徒 の 状況 に よっ て 、 「適切 な絵 カ
ー

ド

を選ぶ 」、 「福祉用 は さみ で切る」や 「四角の 中

に絵 カ ー
ドを貼る」な ど で あ り、使用 して い る

教材 は ス タ ン ダ
ー

ドに基づ くもの で あるが 、必

ず し もそ の 活動自体の 目的が教科の ス タ ン ダー

ドに基づ くもの で は ない こ とが伺 えた。

　また 、 代替試験 につ い て の MILE の担任教師

に 聞 き取 りを行 っ た と こ ろ、イ リ ノ イ州代替試

験 （lllinois　Alternative　Assessment）の ガ イ ドラ

イ ン 及び ス タ ン ダー ドに基づ き、 担任 が課題 を

設定 し、試験 を実施 との こ とで あ っ た 。 それが

適切か どうか を確認するプm セ ス は現在の とこ

う な い との こ と で あ っ た 。

］V．まとめと考察

　本 稿で は 、米国 イ リ ノ イ州第 15学校 区の 特

別学級及び代替学校にお ける通常教育カ リキ ュ

ラ ム へ の ア クセ ス 状況 、 特 に知的障害の ある児

童生 徒に対する教科指導の実際 を明らか にする

こ とを目的と した ， そ の 結果 、 明 らか にな っ た

こ とは以 下の 三点で ある 。   基本的には通常ス

タ ン ダー ドに基づ く学級 、 代替ス タ ン ダ
ー

ドに

基づ く学級の 両方で 教科の ス タ ン ダ
ー

ドに基づ

く教材や 教科書が使用 され、試験に参加 して い

る場合は通常教育カ リキ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス が

なされ て い る と判 断 されて い た 。   通常の ス タ

ン ダ
ー

ドに基づ く学級で は、児童生徒 の IEP の

目標は教科に基づ くもの と行動面 ・生 活面に関

する もの で あ っ たが、代
1
替 ス タ ン ダー ドに基づ

く学級 にお い て は、児童生徒
一

人 ひ と りの 目標

は機能的生活ス キ ル に関す る もの が多 か っ た 。

  ス タ ン ダー ドに基づ き教 科 を学ぶ 時間割は、

通常ス タ ン ダー ドに基づ く学級 と、代替ス タ ン

ダ
ー

ドに基づ く学級で は 約 100分 の 差 があ っ

た。

　こ の よ うに知的障害の ある児童生 徒の 教科指

導の 実際が 、教科 内容の ス タ ン ダ
ー ドに基づ く

教科書が使 用されなが らも、 個 々 の 目標は教科

で はな く機 能的生活ス キ ル に関する もの で あっ

た こ とや 、 教科指導 に充 て られて い る時間数が

通常ス タ ン ダ
ー

ドに基づ く学級 よ り少ない 理 由

として、従来知的障害の あ る児童生徒 に対 し中

心的にお こなわ れ て い た機能的生活ス キル の 指

導が NCLB 法 ・IDEA 施 行後 も必要 とさ、れ て い

る ため と思 われ る 。

　冒頭 に述 べ た とお り、NCLB 法 にお い て は重

度の 知的障害の ある児童生徒 に対 して も教科を

中心 としたス タ ン ダ
ー

ドに基づ く指導が適切 と

され て い る （US ．　Department　ofEducation
，
　2005）。

しか し、米国の 中で も平均的な州で あるイ リ ノ

イ州第 ユ5学校 区の 教育現場 で は教科 を 中心 と

した授業が展 開 して い る点はうかが えず、また、

また 、 代替試験 にお い て 教科の 達成度 を評価 す
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特別学級
・
代替学校 に お け る障 害 の あ る児童生 徒の 通常教育 カ リキ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス の 現状 と課題

べ きとされなが ら、そ の 評価方法 は担任 に 委ね

られて い るこ とか ら、 研究 ・法律 と現場の 間に

は 大 きな乖離が 見 られ る こ とが 明 らか とな っ

た 。

　知的障害の ある児童生徒の 教科指導につ い て 、

メ リ
ー

ラ ン ド大学の マ ク ロ ーリ ン （McLaughlin，

M ）教授 （特別教 育政 策専 門家） は、「重度の

障害の ある児童生徒の 『通常教育 カ リキュ ラ ム

へ の ア クセ ス 』と は、『教科の本 質』へ の ア ク

セ ス だ」 と提 言 して い る （聞 き取 りか ら
17）
）。

す なわ ち、そ もそ も各教科 を学ぶ意味 （＝教科

の 本質）を明 らか に しなければ、うわ べ だ けの

教科へ の ア ク セ ス に な っ て しまうとい うこ と で

ある。現状の 教育現場で は 、 教科に関する教材

の み を使用 した うわべ だけの 通常教育 カ リキ ュ

ラ ム へ の ア クセ ス にな っ て しま っ て い る の で は

ない だろ うか 。

　現在全米 にお い て 導入が進 め られ て い る 「コ

モ ン コ ァ ス タ ン ダード」 は、全米統
一

の ス タ ン

ダー ドで ある。果 た して こ の ス タ ン ダー ドは教

科 の 本質 を反映 した内容であ る の か 、 また 、
コ

モ ン コ ァ ス タ ン ダー ドの 導入が障害の ある児童

生徒 の 教育 に ど の よ うな影響 を与えて い る の

か、さ らに今後検討する 必要が ある 。

　我が 国 におけ る特別支援教育は、「準ずる教

育」として可能 な限 り通常教育 カ リキ ュ ラム に

準拠する形で あ りなが らも、児童生徒 の 実態に

合 わせ て知的障害教育教科や 自立活動とい っ た

内容を柔軟に編成で きる よ うに な っ て い る 。

一

方、今後イ ン ク ル ーシ ブ教育シ ス テ ム にお い て、

多様な教育の 場が用意 され 、 就学先決定の 仕組

みが 弾力化 された際 、 特 に知 的障害 の ある児童

生徒の カ リキ ュ ラ ム は従来の ように柔軟に編成

する こ とが 困難に なる こ とが想定で きる 。 イ ン

ク ル ーシ ブ教育シス テ ム を構築する にあた っ て

は、単 に多様な教育の 場の 選択肢を用意する の

み で な く、通常教育 と特別支援教育 にお ける教

科の 本質を問い 直 し 、 その 普遍性を明らか にす

る こ とで 、個々 の ニ ーズ に対応する こ とが で き

る カ リキ ュ ラ ム の 在 り方 を検討 す る必要 があ

る 。

謝辞

　YNakagawa氏、　 C ，Phelps氏 をは じめ と した イ

リ ノ イ州第 15学校 区の 皆様 の ご協力に感謝致

します。

付記

　本研 究は科学研究費補助金 に よる研 究成果の

一
部で ある 。

註

1 ）重度 の 知的障害 （significant　cognitive 　disabilities）

　　 は   学年相当の カ リ キ ュ ラ ム に ア クセ ス す る

　　 ために も っ ともモ デ ィ フ ィ ケ
ーシ ョ ン、ア ダ

　　プテ
ーシ ョ ン が必要で ある児童 生 徒 、   知 識

　　を習得 し般化す る た め に 個別の 指導が 必要な

　　児童 生徒、  代替達成 ス タ ン ダ
ー

ドの 達成 を

　　 目指す児 童生徒を指す （Browder ＆ Spooner，

　　 2006）

2 ）本稿で は 、 「教科」を NCLB 法に おける 「コ ア

　　 ァ カ デ ミ ッ ク教科」である 「読み書 き・言語 ・

　　算 数 ・
理 科 ・社 会 ・美 術 」 とす る （U ．S．

　　Department　ofEducation ，
2009＞

3）代替学校 （Altemative　School）は、行動障害の

　　 あ る児童生徒 （1年生〜 8 年生 ） を対 象 と し

　　 たプ ロ グ ラ ム と早期介入サ ービス ・幼児期サ
ー

　　 ビ ス が提供 され て い る、学校区が有 し て い る

　　 校舎で ある 。

4 ） プ ロ グ ラ ム ア シ ス タ ン ト と は、パ ー トタ イ ム

　　 で 雇 用 が さ れ て い る 補助 員を指 す 。 NCLB 法

　　 に おけ る Paraprofessional。

5 ＞ コ モ ン コ ア ス タ ン ダードとは2010年 に全米 コ

　　 モ ン コ ア ス タ ン ダ ードイ ニ シ ア チ ブ （全米知

　　事会 と全 米州教育長協会が 主導）が 発表 し た

　　 「全米統
一

ス タ ン ダ
ー

ド」 で ある 。 K 〜12年生

　　 の 読 み と算数に つ い て 学 ぶ べ き内容 と到 達度

　　 の ス タ ン ダ
ー

ドが示 さ れ て い る 。 2013年 8 月

　　現在、50州 中、テ キサ ス 州 ・バ ージ ニ ア州 ・

　　 ネブ ラ ス カ 州
・ミネソ タ州 （英語に つ い て は

　　 導人 ・算数はまだ） 以外 の 45州全て が こ の 全

　　 米統
一

ス タ ン ダ ードで ある コ モ ン コ ア ス タ ン

　　 ダードを導入 して い る 。 （Common 　Core　State

　　 Standards　Initiative
，
2013）

6 ） NCLB 法 ブル
ー

リボ ン 賞とは、　 NCLB 法に おけ

　　 る年次到達度 （Annual　Yearly　Progress）を 3年
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　　 連続 で 達成 して い る学校が得 ら れ る賞で あ る 。

　　 2013 年度には全米 で 286校が受賞 した （http：〃

　　 www2 ．ed ．gov！programsfnclbbrs／index．html＞。

7） イ リ ノ イ州 オ
ー

ナーロ ール とは 、イ リ ノ イ州

　　 にお い て 3年以上 高 い 成績 を維持 して い る学

　　 校が得 られ る賞で ある 。 2012 年度 の 受賞校 は

　　 454校 。

　　 （http：〃www ．ilhonorroll．niu ．edu ！scriptsfmain ．

　　 asp？awtype ＝E＆ year＝2012）

8 ）特別支援チ
ーム とは、各学校 に い る特別教育

　　専 門家チ ーム で あ る 。 リ ソ
ー

ス ル
ー

ム 教員、

　　 リ
ー

デ ィ ン グス ペ シ ャ リ ス ト、ス ピーチ 言語

　　 担当教 師 、 ス クー
ル ソ

ー
シ ャ ル ワ

ー
カ ー、ス

　　 クール サイ コ ロ ジス トで構成されて い る 。

9 ） 第 15学校 区 に おける ギ フ テ ッ ド・タ レ ン テ ッ

　　 ドサ ービス は 、 K −2年生 に関 しては、通常学級

　　 に おけ る多様 な指導法で対応 が さ れ 、3−6 年生

　　 に は特 別学級が用意 され て い る 。

10） 読 み 介入 とは 、通 常 の 学級 に お け る 指導で は

　　学び に くい 児童用 に提供 され る付 与的 なプ ロ

　　 グ ラ ム で ある。（特別教育で はない ）

11）Table　1に示 した通 り代替学校 の 3種類 の 特別

　　 学級 の うち、セ カ ン ドチ ャ ン ス プ ロ グ ラ ム は

　　IEP の な い 生 徒 が 対象で あ る た め、今回 の 分析

　　対象に は含まな い 。

12）対 象児童生徒は基本的に は Table　lの 示す通 り

　　 だ が 、 前述 の 通 り、 障害種 に よ っ て 場 が決め

　　 られ る とい う よ りは、当該児童生徒に 対 し て

　　適切な指導 ・支援が お こ なえ る場が選 ばれ て

　　 い る 。 よっ て、「自立 の た め の構造化 （SIP）」

　　 ク ラ ス は 「自閉症 ク ラス 」と は 呼ばれず に 、

　　構造化 が有効 で ある児 童生徒 が主 に在籍 して

　　 い る 。 また 、 児童生徒 の IQ や適応行動 などに

　　 関する情報は入手不可能で あっ た 。

13）特 別学級 に 在 籍す る児童生徒が通常学級 の 授

　　業に参加する こ と を 「メ イ ン ス トリ
ーム」 と

　　 呼 ぶ 。

14） IEPの ゴール に基づ き毎日 F 一ク ンエ コ ノ ミー

　　 法 を用 い た行動 の 管理が 行 われ て い る。5段

　　階に分かれ て お り、 段階が 上 が る ご とに行動

　　 を 自ら選べ る ように な る シ ス テ ム に な っ て い

　　 る 。 最終段 階 を
一定期 間維持す る こ とが で き

　　た ら通常学級に戻る シ ス テ ム である。

15） バ デ ィ
ー

プ ロ グ ラ ム とは、通常学級 の児童 と、

　　特別学級 の 児童 が ペ ア とな り、共に活動を行

　　 うこ とで あ る 。

16）https：11www ．n2y ．com ！unique ／

17） 2013年 1月 23 日 に訪問、聞き取 り。
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Study on  General Education Curriculum Access for Students with  Disabilities

               in Special Class and  Alternative School:

       Community  Consolidated School District 15 in Illinois, U.S.

Akina NOGUCHI'  and  Hireki YONEDA"

 In the United States, it is required  by NCLB  and  IDEA  to make  regular  education  curriculum

accessible  for students  with  disabilities. This study  aimed  to identify regular  education  access  at the

practice level in Illinois Community  Consolidated School District 15.As a result, regular  education

curriculum  access  was  thought to be accomplishcd  when  such  class  was  using  teaching materials  based

on  contents  standards,  and  when  students  were  taking  regular  assessrnents.  However,  as  for classes

where  students  taking alternative  assessments  attend, even  though  materials  based on  academic

contents  were  utilized,  IEP goals where  basically based on  functional life skills.  Also, time spent  a  day

fbr academics  was  1OO minutes  less than that ofa  classes  which  take  regular  assessments.  Since NCLB

requires  teaching mainly  academics,  differences between legislations and  practice were  fbund.

Cormnon core  standards  should  be reviewed  as  well  since  it might  be a  solution,

Key  words:  inclusive education,  general education  curriculum,  No  Child Left Behind Act (NCLB),

        Individuals with  Disabilities Education Act (IDEA)

 *tiGraduate
 School  of  Cemprehensive Human  Sciences, University ofTsukuba

Uniyersity ofTsukuba

-130-


